第３回　幼児教育検討部会議事要旨
Ⅰ．開催日時　　平成23年8月5日（金）　15時～17時

Ⅱ．場所　　　　名張市役所３階　３０３会議室

Ⅲ．出席者　　　子ども権利委員 ３名、オブザーバー ５名、事務局 ４名

　　　　　　　　　　（欠席） 子ども権利委員 ２名

Ⅳ．内容

１．部会長あいさつ

２．議事進行

・第２回部会の協議事項について

（前回の会議の協議内容について、資料に基づき事務局より説明。当該要旨を市ホームページに掲載することを確認。）

・幼児教育検討部会で抽出された課題の方策（案）について

（前回の会議で出された意見の中から課題を項目ごとに抽出。それに対する方策について、提示した事務局案について協議する。なお、「幼稚園、保育所の交流、職員の研修」に関する課題ついては、次回の会議で協議する。）

《協議内容》
○  これまでの協議の中で出された当市における幼児教育の課題は、以下の６つである。

１．公立・私立の幼稚園・保育所(園)が、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に謳われている、押さえなければいけない５領域をどのように共通して押さえていくのか。

２．養護が中心となる保育所(園)における幼児教育の進め方は、幼稚園のそれとに違いが生じてくるのか。生じる場合の対策はあるのか。

３．幼稚園と保育所(園)の交流でどのような方法が検討されるか。

４．子どもの育ちの部分での共通理解を図る研修のあり方をどうすべきか。

５．教育研究所が行うプロジェクト研究等への保育所(園)や私立幼稚園への参加はできないのか。

６．職員の交流・研修を行うため、保育所(園)の職員が動ける体制を整えるための人的保障(民においては、運営の支援)ができるのか。また、それ以外に交流・研修を行うための工夫はできないのか。

これらの課題に基づく今後の協議事項は、「幼稚園・保育所での幼児教育の方向性をどのように持つか」と「幼稚園・保育所の間の交流や研修をどのように行うか」という２つに分けられる。

○  「幼稚園・保育所での幼児教育の方向性」については、「全てが同じカリキュラムにより幼児教育を行うのではなく、幼保の共通する部分を目標として取り出して、同じ方向を向いて進んでいくという共通認識をしながら、それぞれの取組をしていく。｣という事務局案に賛同するものの、その幼児教育の方向性については、トップダウンで行うと形骸化しかねないので、現場からの意見や実践を通して、また、アンケート等により子どもの状態、意見を把握して行うべきであり、時間もかけるべきである。
○  各施設が取り組む幼児教育については、基本的なことは一緒であると思うが、その中である程度、それぞれの園の個性や地域性を大切にしてほしい。

○  小学校には、３～４の違う幼稚園や保育園から子どもが入学してくる。就学前児童の育ちを区別なく保障するという観点からみると、根っこの部分の発達を保障することは大切と日々感じている。そういう意味で幼児教育の議論は重要である。

○  民営化になった保育所と、公立のままの保育所との交流は、保育行政自体は市が行っていることから、所長会、主任会等の各職種による会議も民営化前と変わらず、全園で行っているので交流は取れている。また、指導、研修についても民営化前と変わらず、引き続き行っている。

○  私立幼稚園の場合は、集まっての研修は定例的に行っているが、連携する組織としてはないのが現実。しかし、コンタクトを取って連携していくことは可能である。

また、公立の２園は一緒に進めていくことは可能である。

○  名張市には無認可保育園もあるが、幼保、公私、無認可と分かれていても、根っこの部分の子どもの発達を保障する、最低の内容をどうするかについては、共通理解を図るべきである。この場でどこまで議論できるのか、手続をどうするかなど、これからどのように構築していくかはもう少し議論が必要であると思われる。

○  東海北陸保育研究大会での研究発表があったが、その中で岐阜県の海津市が２年間かけて同じような取組をしている。方向性としては、同じように、交流しながら色んな意見を取り入れたらいいと思う。

○  幼児教育に関する研究会を立ち上げ、現場の人間だけでなく、学識経験者や学校の先生方も入っていただき、そこで現場の意見を吸い上げ、保幼小中の連続性を今後、検討していくべきである。
○  名張市には、総合教育センター構想がある。幼児教育は、教育委員会と子ども担当の両方の課題でもあるので、結論は一緒でないといけないと考えており、連携を取りながら進めていく。
○  研究会の構成メンバーとしては、子どもの最前線に近い先生の意向を汲み上げることが必要であることから、名張市にある幼稚園６箇所、保育所１５箇所から代表を招集すべきである。小中学校の関係については、幼児教育を主体とするので、パイプ役として発言していただく適任の先生が１人または数名いればいれは良いのではないか。

具体的なメンバーや、立ち上げの時期については、ある程度方向性が決まった答申後に考えれば良いのではないか。

また、総合教育センター構想の方向性とも連携を取りながら進めていくという考え方もある。

○  名張市教育研究所のプロジェクト研究については、学びの連続性を考えたときに、保幼小中の代表者が平等に出てきて行うことが望ましいが、研究内容の決定やまとめ等に８時間程度掛かる他、平日の出張等あることから、現場の保育士の参加が困難であると考えられることや、幼稚園教育要領と保育所保育指針の違いや各園の理念の違い等があることから、一緒に行ううえでの整合性を図る必要がある。このことは、次回の部会で検討していく。
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